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1.はじめに

災害時において，Twitter上から情報を得ようとする
研究は多く存在し，収集した tweetを分析する応用の
研究報告が相次いでいる [1]-[3]．tweetの収集には，多
数の関連語集合を事前に定義しておいて，それらを含
むような tweetを収集するというのがほとんどである．
しかし，災害ごとに関連語集合は変わるため，実運
用において，関連語集合をどのように得るのかは課題
となっていた．著者らは，この関連語集合を自動的に
tweet自身から抽出する手法を示し，全体として，自動
的に災害に関連する tweetの抽出を行うシステムをこ
れまでに提案してきた [4]．
従来法で自動的に得た関連語集合にみられた一部の
問題について，原因を特定し，問題を解決する手法に
ついて提案し報告する．
2.提案手法
2.1.概要
本稿では，災害関連 tweetを抽出するために，自動
的に tweet自身から手がかり語集合を抽出することが
目的である．本システムの概要を図 1に示す．
災害時 tweet集合は，災害発生後の一定時間範囲内
に存在する tweet集合である．
災害語 dは，「地震」といった 1語またはごく少数の
語集合であることを想定している．これは，発生した
災害を代表すると思われる語を想起し入力する部分の
みが人手であるため，その負担を抑制しようとする意
図である．wd は災害語との共起語であり，wd の語集
合を C(d)と示す．
感動詞 iは，「ありがとう」のような挨拶や応答で現
れる感動詞である．wiは感動詞との共起語であり，wi

の語集合を C(i)と示す．
Ck = C(d) ∩ C(i)であり，災害語と感動詞との両者
と共起する語が災害に関連する語 (手がかり語)である
ことが多く観測された経験則に基づいている．
手がかり語 Ck を利用して，災害時 tweet集合を対
象に，tweetの抽出を行う．したがって，手がかり語集
合の精度が最終的な抽出精度に大きく依存する．従来
の手法 [4]では，災害時 tweet集合内に，ほぼ同文章の
tweetが多く，結果として災害とは無関係な語の出現頻
度が上昇し，手がかり語集合に残ってしまう問題があっ
たために，最終的に無関係な tweetが抽出されること
がわかった．
そこで，文章が重複した tweetを自動的に除去する
手法を提案する．
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図 1: 本システムの概要図
2.2.重複 tweetの除去
文章が重複した tweet を除去するために，各 tweet
間の類似度を算出し，高類似度となった tweetは処理
対象に追加しないこととする．具体的には，新規 tweet
受信時に，既存の災害時 tweet集合内の各 tweetとの
類似度を求め，別に定める閾値 α以上となった場合に
は，災害時 tweet集合への追加を行わないこととする．
2.3.手がかり語の抽出
2.2節で得た tweet集合 S を対象に，災害語と共起
する語集合 C(d)と感動詞と共起する語集合 C(i)を抽
出する．そして，C(d)と C(i)の積集合を対象に手が
かり語 wk を選ぶ．その基準として，

• 単語 wk の出現頻度が平常時と比べて高い語
• 単語 wk の χ2 値を降順に並べた際の上位M 件

の 2つの条件を満たす語を手がかり語として抽出する．
単語wkの χ2値は，wkの災害前後の出現頻度と，災
害前後の全語の出現頻度とを用いて (1)式に示すとお
り定義される．

χ2 =

r∑
a=1

c∑
b=1

(nab − Eab)
2

Eab
(1)

ここで，rは tweet集合の個数を示し，災害時 tweet
集合と平常時 tweet集合の 2つを対象とするため r = 2
とする．平常時 tweet集合とは，災害が発生していな
い時の tweet集合である．cは単語種類数を示し，異な
る tweet集合間で単語 bの偏りの程度を示すため，単語
bと単語 b以外の単語を対象とし c = 2とする．nabは
tweet集合 aにおける単語 bの出現頻度である．Eabは
tweet集合 aにおける単語 bの期待値であり，各 tweet
集合における全単語の出現頻度に対する各 tweet集合
における単語 bの出現頻度の比率を，tweet集合 aに乗
ずることによって，tweet集合 aにおいて単語 bがどの
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程度出現するかを定める．Eab は (2)式で算出を行う．

Eab = na. ∗
n.b

N
(2)

このとき，na.を tweet集合 aにおける総単語数，n.b

を各 tweet集合の単語 bの出現頻度，N を各 tweet集
合における総単語数とする．
本研究では，χ2値を統計学的な検定手法として用い
るのではなく，単純に偏りの度合いを示すための尺度
として用いている．そのため，背景にある分布等を無
視している．

3.評価実験
3.1.目的
本手法の有効性を明らかにするために，従来手法 [4]
と比較し手がかり語の抽出精度で評価を行う．
3.2.条件
2017年 10月 6日 23:56:41に福島県楢葉町で起きた
震度 5弱の地震を対象とする．
災害時 tweet集合を，地震発生 1分前の 23:55:41か
ら 00:05:41の 10分間に日本語を用いて投稿された，合
計 10596件の tweetを収集した．
平常時 tweet集合を，地震発生 1日前である 2017年

10月 5日の 23:55:41から 00:05:41の 10分間に日本語
を用いて投稿された，合計 6018件の tweetを収集した．
以上より，得られた tweet集合を実験に用いる．た
だし，リツイート・引用ツイートは除去した．
災害時 tweet集合および平常時 tweet集合に stream-

ing APIを使っているため，全 tweet対象にはできな
いが，検証の目的にはこれらから辿れる一部のサンプ
ルを用いていると理解すれば問題ない．
各パラメータとして，災害語d=“地震”，語数M=20，
α = 1.0とした．また，著者 1名が手がかり語が災害
に関連するか否かの判断を行い，災害に関連すると判
断した語を正解，それ以外の語を不正解とした．
3.3.結果と考察
実験結果を表 1に示す．各手法で得られた手がかり
語集合を表 2に示す．
表 1は，手がかり語のうち人手により正解とされた
語 (正解)，合計に含まれる正解の割合 (正解割合)の 2
項目を示している．
表 2は，各手法によって得られた χ2値を降順に並べ
た際の順位 (順位)，χ2値上位 20件の語 (単語)の 2項
目を示している．
対象の災害について，従来手法を適用すると，表 2
より，上位に「モンスト」といった災害と無関係な単語
がいくつか抽出された．同様な基準で提案手法を適用
したところ，それらの単語の出現頻度が大幅に下がっ
たため，上位から除去することに成功した．そのため，
正解割合において提案手法は従来手法よりも高い値が
得られた (表 1)．最終的な tweet抽出に及ぼす影響に
ついての評価などは今後の課題である．
本システムの実行には，当時の災害語入力を除いて
人手の介入が不要である．今回のデータセットでは，災
害発生から 10分間の計 10596tweet分を，形態素解析

表 1: 各手法による手がかり語の抽出精度
合計 正解 正解割合

提案手法 20 19 0.95
従来手法 20 17 0.85

表 2: 各手法による手がかり語集合
提案手法 従来手法

順位 単語 単語
1 揺れ 揺れ
2 緊急地震速報 緊急地震速報
3 大丈夫 大丈夫
4 福島 ゆれ
5 ゆれ 福島
6 地震速報 地震速報
7 怖い モンスト
8 でかい びっくり
9 こわい 怖い
10 長い 地震だ
11 びっくり でかい
12 震度 5弱 長い
13 揺れる こわい
14 ぁぁ 震度 5弱
15 心臓 揺れる
16 震源 おっぱい
17 津波 速報
18 警報 ぁぁ
19 速報 心臓
20 震度 3 津波

から本手法による除外などを含めた全体での処理時間
は概ね 70分で実行できた．
現時点での実行速度は，Python のループを用いた

cos類似度による類似度を求めるところで概ね 60分程
度掛かっており，実行速度の改善の余地がある．

4.おわりに
本論文では，災害に関連する投稿を抽出するために，
文章が重複した tweetを自動的に除去する手法を提案
した．福島県楢葉町で起きた地震を対象に実験を行い，
本手法の有効性を確認した．
より厳密な評価については今後の課題である．
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